
５学年 算数科学習指導案 

日 時  平成２９年１０月１３日（金）５校時 

児 童  １６名 

場 所  ５年教室 

指導者  田口 和穂 

 

１ 単元名 「１０ 比べ方を考えよう（１）（単位量あたりの大きさ）」（東京書籍「新しい算数」５年下） 
 

２ 単元について 

（１）教材について 
    本単元では，第１小単元として，平均の意味や求め方，活用の仕方などについて学習する。「ならす」こ

との意味，平均の考えによる全体量の推測，要素の数量に０が含まれる場合，測定値としての平均の活用
へと進む。 
第２単元では，単位量あたりの大きさで表された量や数値を用いて，身近な事象の比較を「込み具合」

として展開する。それが，社会科でも活用される人口密度へとつながり，比較するよさを感じ取らせるこ
とにつながっていく。そして「１３百分率とグラフ」へつながり，６年「１０速さ」へと発展する。 
単に計算の仕方を理解させるだけではなく，比較することの有用性を実感させたり，活用する経験をさ

せたりしながら理解を深めさせたい。 
 

（２）児童について 

   児童は前学年までに，わり算を通して除法の意味，等分除，包含除の意味を学習している。また，等分
除の操作活動の中で，同じ大きさの数量に均す経験はしている。 
ＮＲＴ検査の結果から，３位数÷２位数の計算は通過率７５％，小数÷整数では５６％と高くはない。

特に文章題となると，もとにする量の判別があいまいで式を間違える児童も多い。 
ペアやグループでの学習では，ノートを指し示し説明し合うことができているが，端的に話したり，比

べて聞いたりすることは苦手な傾向にある。 
 

３ 単元の目標・本単元の学習の関連と発展・単元の指導計画（別紙） 
 

４ 本時の指導 

（１）本時の目標    
・面積，人数が異なる場合の混み具合の比べ方を考えようとしている。（関心・意欲・態度） 
・面積，人数の異なる場合の混み具合の比べ方を理解し，比べることができる。（知識・理解） 

 

（２）評価規準 

評価規準 努力を要する児童への手立て 

・既習の比べ方である，単位量あたりの大きさを用いて
混み具合を比べようとする。（発言・ノート） 

 
・単位量あたりの大きさをもとに，混み具合を比べるこ
とができる。         （発言・ノート） 

・回答用カードを渡し，自分の比べ方に合わせて
書き込むよう促す。    （回答用カード） 

 
・比べ方により，どうなったときが混んでいると
いえるのか黒板に示しておく。（掲示カード） 

 

（３）本時の指導にあたって 
ア 本校の視点に関わって 
Ａ 算数的表現力の育成について 
・数式の意味や考えの説明を「１□あたりの～」という用語を用いて書いたり話したりすることにより
自分の考えを整理し 理解を深めさせる。 

Ｂ 学び合いの充実について 

  ・ペア学習を取り入れ，自分の比べ方やその結果を相手に話すことで自分の考えを明確にするとともに，
互いの考えを補充，深化させる。 

イ 遠野中学校区の視点に関わって 
① 課題意識の持続  ア 問題を提示し，ゴールを明確にすることにより問題解決意欲を高める。 

イ 比べ方は多様であり，それぞれ方法に違いがあっても結果は等しくなること
に気づかせ，それぞれの考え方を理解し聞こうとする意欲を高める。 

② 達成状況の把握  ア それぞれの比べ方がわかり，「１□あたりの～」という用語を用いて説明でき
たか相互評価させる。 

            イ 分かったこと・気づいたこと・友達のよいところの観点に沿って振り返らせ
ることにより，学習したことの理解につなげる。 



（４）展開（９／１３時間目） 

段階 学習活動および学習内容 指導上の留意点・評価および支援 

導 

入
（
５
分
） 

１ 問題提示 
ア         イ 
 
 
２ 問題を把握する。 
 
 

 
３ 本時の課題をとらえる。 
 
 

 
・本時に学習する問題を確認する。 
・問題を提示し，ゴールを明確にすることにより問題解
決意欲を高める。            ≪①ア≫ 

 
 
 
 
 
・既習の調べ方３通りを確認，掲示する。 

展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
（
２
０
分
） 

４ 見通しを持つ。 
＜解決方法の見通し＞ 
・①１㎡あたりの人の数で比べる 

→人が多い方が混んでいる 
・②１人あたりの広さで比べる 

→せまい方が混んでいる 
・③公倍数でそろえて比べる 
   →人が多い方が混んでいる 難しい 

＜答えの見通し＞ 
・あまり差がない 

５ 問題アを自力解決する。 
・計算し，調べたことをノートに記入する。 
＜期待する児童の考え＞ 
 
 

 
 

６ 学び合い 
（１）ペア学習 
・自分の調べ方を説明し合う。 

（２）全体学習 

・代表児童の発表をもとに，それぞれの調
べ方を検討する。 

 
７ 問題イを解く。 
確かめをする。 
 

 
８ 学習のまとめをする。 
 
 
 

 
 
・比べ方と，それで求めた結果の読み取り方を確かめ， 

 調べ方の見通しを持たせる。  
 
 
 
・③の調べ方は，数が大きいときには不向きであること
を確かめ，本時では扱わないことを確認する。 

 
 

・計算結果をもとに，「１□あたりの～」という用語を用 

いて，調べた結果を説明している。 ≪Ａ≫ 

・それぞれの比べ方がわかり，「１□あたりの～」という
用語を用いて説明できたか相互評価させる。 

                    ≪②ア≫ 
 

 
・ペア学習を取り入れ，自分の比べ方やその結果を相手
に話すことで自分の考えを明確にするとともに，互い
の考えを補充，深化させる。    ≪Ｂ≫ 

・比べ方は多様であり，それぞれ方法に違いがあっても
結果は等しくなることに気づかせ，それぞれの考え方

を理解し聞こうとする意欲を高める。≪①イ≫ 
・１人あたりの広さは，結果の数値が小さくなり比べに
くいことに気づかせる。 

 
 
 

・児童とともにまとめる。 
・単位面積あたりの人口を「人口密度」という。国や都
道府県の人のこみぐあいは，人口密度で表すことを知
らせる。 

終 
 
 

末
（
２
０
分
） 

９ 適用問題に取り組む。 
・プリント問題に取り組む。 

１０ 学習の振り返りをする。 
＜期待する児童の反応＞ 
 
 
 
 
 

10 次時の学習の見通しをもつ。 

 
・配付しておいた問題に取り組む。       

 
 
・分かったこと・気づいたこと・友達のよいところの観
点に沿って振り返らせる        ≪②イ≫ 

 
 

 
・次時は，人のこみぐあいを調べることを伝える。 

 

Ａ，Ｂ２つのプールのこみぐあいを 

比べましょう。 

人のこみぐあいを調べよう。 

（関）既習の比べ方である，単位量あたりの大きさを
用いて混み具合を比べようとする。（発言・ノート） 

・１㎡あたりの人の数がＡ0.08人Ｂ0.077

人なのでＡが混んでいる。 

・１人あたりの広さがＡ12.5㎡Ｂ13㎡な
のでＡが混んでいる。 

 CDAの順に混んでいる。 

 人のこみぐあいも，１ｋ㎡あたりの人
数や１人あたりの広さで調べることがで
きる。 

・人のこみぐあいも，１ｋ㎡あたりの人
数や１人あたりの広さで調べることが
できることが分かりました。 

・１あたりの～という言葉で説明できて
いました。 

 
 

(知）単位量あたりの大きさをもとに，混み具合を比
べることができる。（発言・ノート） 


